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７２ 松山大学論集 第２１巻 第２号
の時１６歳）と満子（大正９年５月２７日生まれ，この時１４歳）を育てていた
が，その清香にいろいろ問題が起きたようだ（内容不明だが，権一郎の教育上
のことが主と思われる）。２月４日に温は清香に注意の手紙を出し，１５日に再
び忠告の手紙を出した。２２日，実家の温の妻・イワより清香「乱行」の手紙
が来た。２３日，温は清香と八木忠衛（温の従兄弟で，八木家の当主）に，孫
権一郎の入学１年延期の勧告の手紙を出した。それは清香に対し反省の機会を
与えんためであった。しかし，３月１日，孫の権一郎が上京し，末光元広（清
香の夫，故順一郎の弟，軍人）宅に寄留した。８月１２日温は清香に懇請によ
り２０円送付している。９月２９日に温は権一郎に入学試験に関する注意を与え
ている。
次女の禎子（明治３５年２月２日生まれ，３２歳）は，温と同居し，作家とし
て活動し，戯曲を発表し続けている。
４女の綾子（明治４１年１０月１日生まれ，２６歳）は小野基道に嫁いでいる。
長男の慎吾（大正元年８月２３日生まれ，２２歳）は前年６月１日以来長野県
農会技手に就職していた。
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